
身近にある放射線

中国地域エネルギーフォーラム

放射線は特別なものではありません。私たちは気が付か
ないうちに毎日、宇宙や大地、食べものなどから放射線を
受け、その量は日本で一人当たり年間2.1ミリシーベルト
です。ゆっくり時間をかけて受ける「自然放射線」は健康に

影響を及ぼすことはありません。放射線は、自然界にある
「自然放射線」と、人間がつくり出した「人工放射線」が
あります。どちらも同じ種類であれば性質は変わらず、
受ける量が同じであれば影響も同じです。

暮らしの中にある放射線

日常の中の放射線

放射線を受けた量（ミリシーベルト）

出典：電気事業連合会パンフレット「放射線Q＆A」をもとに作成
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1人当たりの
自然放射線（年間）

0.06
胸のエックス線集団検診（1回）

2.4～12.9
CT検査（1回）

2.0～10.0
PET検査（1回）

3.0
胃のエックス線検診（1回）

1.0
一般公衆に対する制限
（医療は除く）（年間）

0.01
歯科撮影

0.001未満
原子力発電所からの
放出実績（年間）

※1　インドの都市名
※2　空気中に存在する天然の放射性物質

ケララ、チェンナイ※1の放射線（年間）
住民の方の健康への影響は確認されていません。

食べ物から 約0.99

宇宙から 約0.3
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大地から 約0.33

大気中の
ラドン※2などから

約0.48

食品に含まれている放射線
食物（1ｋｇ）中のカリウム40の量（例）食べものから体内に取り込まれる

主な放射性物質の一つにカリウム
40があります。カリウムは私たち
の健康を保つために必要です。
食べものから取り込まれた放射
性物質は時間の経過とともに減っ
ていき、代謝、排泄によっても少
なくなるので身体の中で増え続
けることはありません。

（単位：ベクレル／キログラム）

体内の放射性物質の量
（日本に住む体重60kgの人の場合）

出典：日本原子力文化財団「原子力総合パンフレット2020年度版」をもとに作成
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これより低い線量では臨床症状が
確認されていません。


